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共共同同物物流流シシスステテムムとと次次期期ネネッットトワワーークク構構想想  

 
― 物 流 E D I 活 用 事 例  ―  
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物 流 EDIは 経 営 革 新 を 促 す  

最近、「物流 EDI」という言葉をよく聞くようになった。これ

は、今まで情報化が遅れがちとされた物流業界にも電子化の波が

押 し 寄 せ て き た と 見 る 向 き も あ る だ ろ う 。 し か し 、 実 際には製

造・卸・小売の中に立ち、サプライチェーンマネジメントの情報

流 を い か に 戦 略 的 か つ 円 滑 に 管 理 す る か と い う 使 命 に 期待され

ている方が大きいのではないか。単に「事務処理コストの削減」

や「顧客サービスの向上」といったこれまでのメリットを求める

だけにはとどまらない。「新しい企業間連携を模索し、ロジステ

ィ ク ス の 視 点 か ら 業 界 の 再 編 を も 見 据 え た 経 営 革 新 を 目指すも

の」というのがこれからの見方であろう。 

この点に早い時期より着目し、具体的に成果を示し続けている

のが、プラネット・プラネット物流である。ここでは、両社の取

り組みを次の３つの観点より具体的に紹介してみたい。 

 

・物流 EDIを実現するためのベースとなる 2つの標準 

・共同物流システムにおける情報の流れ 

・21世紀を視野入れた次期ネットワーク構想 

 

 

プ ラ ネ ッ ト ・ プ ラ ネ ッ ト 物 流 の 生 い 立 ち  

(株)プラネット (*1)は、ライオン、ユニチャームの提唱で化粧品

日用品業界のメーカー・卸間の業務効率化を目指して、1985年に

設立された「VAN運営会社」である。「VAN運営会社」とは、参

加企業が互いに競合関係にあるため、VAN内のデータが他社に漏

れることのないよう、VANとは完全に切り離した運営専門会社の

ことである。実際の VAN業務はインテックが行っている。設立以

来 EDI推進に力を注ぎ、現在ではメーカー約 140社、卸約 300社

の加入を迎えるまでに普及を続けている。 

プラネット物流(株)(*2)は、化粧品日用品メーカー10社とプラ

ネットにより ､1989年に設立された「物流運営会社」である。プ

ラネット同様、運営という立場からトラック、倉庫、物流機器等

は持たずに、メーカー・卸・物流業者間の共同物流業務を行って
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いる。営業拠点は、北海道、東北、中部、九州の 4箇所にあり、

そこで共同の保管・配送、流通加工、物流技術コンサルティング

等の業務を展開している。 

 

 

最 大 効 率 化 を 支 え る プ ラ ネ ッ ト 標 準 EDI 

 本項では、プラネットが開発した標準 EDIとその重要性につい

て述べてみたい。 

プラネットは、業界のインフラ的位置づけにある。つまり、参

加企業に対して共通かつ平等な接点を提供しなければならない。

それを実現しているのが、プラネット標準 EDIである。この標準

には、メーカー・卸間の標準 EDIを規定した「トータル EDI概要

書」と小売・卸間の標準を規定した「小売業・卸売業間 EDI概要

書＝ＷＥＳ（ウィズ）」がある。ただし、ＷＥＳは業界の小売・

卸間 EDI標準化への提言として開発された。よって、これはプラ

ネットが直接使用するのではなく、地域 VANでの利用を進めるも

のとして流通業界に広く公開されている。（図 1） 

 

これらメ－カー・卸・小売に至る標準を使用することにより、

製 ・ 配 ・ 販 一 気 通 貫 の サ プ ラ イ チ ェ ー ン を 構 築 す る こ とが可能

となる。 

化粧品日用品業界では、複数の企業と取引を行うのが常である。

もし、サプライチェーンマネジメントのシステムが、どこか 1社

のシステムに縛られることがあるなら、その 1社にとっては確か

に効率的かもしれない。しかし、他の企業にとっては複数のシス

テムを構築・維持・管理しなくてはならないこととなり、非効率

かつ迷惑至極なことである。これは、業界全体としての効率化の

妨げになることにほかならない。このようなことを避けるために

も標準化は重要な意味を持つ。 

メーカー 卸 小売

トータルＥＤＩ

契約

商談

受発注

物流

返品

決済

小売販促金・
　リベートの決済

販売管理

（計３５メッセージ）

小売業・卸売業間
ＥＤＩ（ＷＥＳウィズ）

商談

リテールサポート

受発注

物流

決済

返品

（計３５メッセージ）

プラネット 地域ＶＡＮ

図１　化粧品日用品業界標準ＥＤＩと利用範囲
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この 2つの概要書には、各々35種類の標準メッセージ（データ

フォーマット）が規定されている。プラネットでは、トータル EDI

メッセージ 35種類のうち、すでに 13種類を実働させた。残る 22

種類においても 20世紀中には運用を始める予定になっている。 

これら EDI標準を使用することにより、参加企業は最大の効率

化を実現できるような環境を手に入れることができる。 

 

 

プ ラ ネ ッ ト 物 流 に よ る 共 同 物 流 シ ス テ ム  

 次に、プラネットの EDI標準を使用し、メーカー・卸間サプラ

イチェーンの効率化を図っている「共同物流システム」について

説明する。（図 2） 

ここで紹介するのは、平成 7年度ロジスティクス大賞を受賞し

たプラネット物流(株)九州事業部の事例である。ITFコードを利

用した無線 LANによる先進システムであるが、本項では物流 EDI

を中心とした情報の流れに焦点を当ててみた。 

発注と商品の流れを図 3に、情報の流れを図 4に示す。 

処理は大きく 2つに分かれており、1つは卸からの発注による

商品の出荷・配送。もう 1つは、メーカーからの商品の補給であ

る。 

プラネット物流

流通センター

・保管

・加工

メーカー

工場

倉庫

卸

倉庫

小売

倉庫

店頭

【共同物流システム】

図２　プラネット物流㈱　メーカー・卸間共同物流システム
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図 ３  共 同 物 流 システムの発 注 と商 品 の流 れ （出 典 ：プラネット物 流  営 業 概 要 ）  

出 荷 指 示  

出 荷 報 告  

補 給  

配 送  

プ ラ ネ ッ ト

（メーカー手 配 ）  
（プラネット物 流 が  
協 力 輸 送 業 者 に依 頼 ）  

図 ４  共 同 物 流 システムの情 報 の流 れ （出 典 ：プラネット物 流  営 業 概 要 ）  
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（ １ ） 卸 か ら の 発 注 に よ る 商 品 の 出 荷 ・ 配 送  

①卸店は、オンライン・電話・FAX・訪問等によりメーカーに

発注を行う。 

②受注したメーカーは、出荷処理を行い、出荷指示データとし

て VANに送る。VANでは各メーカーから受信した出荷指示デ

ータをプラネット物流の配送センターごとに振り分け、送信

する。 

③各配送センターでは、受信した出荷指示データを卸店ごとに

振り分け、配車編成を行う。倉庫ではその情報によってケー

ス単位のピッキングを行い、卸店に出荷する。 

④出荷結果の情報は VANに集められ、メーカーごとに振り分け

られた後、出荷報告データとして各メーカーへ返送される。 

⑤メーカーは、その情報より出荷確認を行い、売上処理につな

ぐ。 

 

（ ２ ） メ ー カ ー か ら の 商 品 の 補 給  

①メ ー カ ー は 出 荷 状 況 を も と に 補 給 商 品 を プ ラ ネ ッ ト 物 流 に

配送する。同時に補給指示として入荷予定データを VAN経由

でプラネット物流に送る。 

②プラネット物流は、メーカーから商品が倉庫に届くと、事前

に受け取った入荷予定データによる入荷検品を行う。商品の

検品が終わると、入荷報告データを VAN経由でメーカーに返

送する。 

③プラネット物流では、毎日棚卸を行い、在庫報告データを VAN

経由でメーカーに送る。 

 

 

共 同 物 流 シ ス テ ム の メ リ ッ ト  

 

この共同物流システムの導入により、以下の効果が確認でき

た。 

①物 流 品 質 の 向 上  

・作業ミス、作業事故の低減 

②人 ・ 時 生 産 性 の 向 上  

・作業員待ち時間の大幅な短縮 

・単位作業時間内の処理作業量の増加 

・事務作業の削減 

③現 場 で の 効 率 的 運 用  

・作業進捗の把握 

・入庫バースの効率的な管理 

④職 場 環 境 改 善  

・作業の簡素化、標準化により、作業員が熟練を要しなくなっ

た。 

（出典：流通システム開発センター発行 

平成 9年度「流通システム先進事例調査 報告書」） 

 

 これらは、物流 EDIというより、先進的共同物流システムとし
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ての効果ではあるが、実例による評価であるため、参考価値は高

い。 

 

 

次 期 ネ ッ ト ワ ー ク 「 業 界 イ ン ト ラ ネ ッ ト 構 想 」  

このように、プラネットはメーカー・卸間の物流 EDIにおいて

その先進性を遺憾なく発揮してきた。そして、次世代のネットワ

ークについても、早くから取り組みを進めている。それが、1996

年に発表した「業界イントラネット構想」である。 

ここで、「［イントラネット］とは企業内を示す。［業界イン

トラネット］とは不自然だ。［エクストラネット］というべきで

はないか」との声が聞こえてくる。なるほど、ごもっともな意見

ではある。今でいうなら［エクストラネット］に違いない。しか

し、この研究を始めた時には、ようやく［イントラネット］とい

う言葉が出始めたばかりで、「企業間のイントラネットを結ぶ」

などという発想は公に唱えられてはいなかった。まして［エクス

トラネット］という言葉なども生まれていない時代である。ここ

にもプラネットの進取の気質がうかがえる。 

これは、今世紀中にインターネットのプロトコルである TCP/IP

で業界内の企業 LANを接続し、大容量で高速なマルチメディア対

応のネットワークを実現しようという計画である。 

具体的には、インテックの EINS（アインズ）という OBN（オー

プンビジネスネットワーク）準拠の通信サービスを利用し実現す

ることになる。この OBNとは、流通システム開発センターが、ダ

イエー、イトーヨーカドー、西武百貨店、マイカル、イズミヤ、

東 急 ス ト ア 、 花 王 な ど と 協 力 し て 開 発 し た 標 準 で 、 ビ ジネス用

TCP/IPネットワークの構築を目指している。 

つまり、プロトコルは国際標準となった TCP/IPを用いるが、

ネットワークはインターネットを使用せず、VANのセキュア IPネ

ットワークを使って業界を一つにつなごうという構想である。 

 

 

わ が 国 の EDI事 情  

 海外では、EDIにインターネットを使う動きが急激に広がって

いるのに、なぜ日本ではインターネットで EDIを行わないのか。 

日本では、1980年 JCA手順が生まれて以来、個々の企業は公衆

回線を用い個別に企業間データ交換を行ってきた。 

一方、海外では日本のように企業対企業が直接接続するための

JCA手順、全銀手順に相当する EDI用標準通信プロトコルがない。

そこで、EDIを行うには、自ずと VANに接続せざるを得なくなる。

ただし、VANの使用料は高額でそれがユーザにとって大きな負担

となってきた。安価なインターネットの出現は、企業における個

別 接 続 ニ ー ズ の 爆 発 を 呼 び 起 こ し た の も 当 然 の こ と と 考えられ

る。また、それに合わせて、インターネットを前提とした EDIシ

ステムが様々なベンダーから提供されるようになった。それほど、

一般企業にとってもインターネットは身近な存在となっている。 

さて、ここで再び日本の EDI事情を考えてみる。データ交換ネ

ットワークは、JCA/全銀手順という古い BSC（2進同期通信）の
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世界で、ポイント toポイントのセキュリティが確保されたクロ

ーズな個別ネットワークで発展してきた。 このシステムを前提

とすると、通信プロトコル部分のみを TCP/IP化してインターネ

ットに接続するのは、セキュリティ上非常に危険なシステムとな

る。 

このような背景のもとで OBNは開発された。インターネットで

問題とされているセキュリティ、トラフィック確保、IPアドレス

に関わる問題等をすべて吸収し、できるだけ安価に利用できるこ

とを旨としたネットワーク標準である。日本のＥＤＩ事情および

企 業 の 運 用 面 で 十 分 な 配 慮 が 加 え ら れ た ネ ッ ト ワ ー ク といえよ

う。いや、これこそ日本が世界に発信できる新しい標準となり得

るのではないか。このネットワーク用に TCP/IP対応のＨ手順も

開発され、製品も登場し始めている。徐々に普及が見込まれてい

るとのこと。 

ここで注意したいのは、インターネットもすべてが問題になっ

ているわけではないことだ。Webを使った EDIについては、今、

日本においても有効な分野として注目されている。すでに普及の

兆しも見えており、EDIの裾野を広げる上で重要な役割を担って

いくだろう。 

 

 

 

新 EDI用 標 準 通 信 プ ロ ト コ ル 「 拡 張 Ｚ 手 順 」 登 場 ！  

 

次世代のネットワークにおいて、もう一つ注目したい動きがあ

る。それは、新しい日本の EDI用標準通信プロトコルとして制定

された拡張 Z手順である。全銀協（全国銀行協会連合会）が制定

し た 全 銀 TCP/IP 手 順 （ 正 式 名 称 ： 全 銀 協 標 準 通 信 プ ロ ト コ ル

TCP/IP手順 Ver.1）を、JIPDEC/CII（日本情報処理開発協会/産

業情報化推進センター）が全産業で利用できるよう拡張した手順

で、別名全銀 TCP/IP手順［拡張仕様］ともいう。 

これは、非常に軽いプロトコルで導入しやすく、EDIはもちろ

ん社内ファイル転送にも有効である。つまり、これを用いると企

業間の EDIも社内ファイル転送も TCP/IPで統合することが可能

になる。 

このプロトコルに対応した製品は、当社が提供するメインフレ

ーム、UNIX、PCサーバ、PCのフルラインナップを含め、多くの

ベンダーが世に送り出している。VAN会社もインテックを始め大

手より順次サポートを開始し始めた。ユーザの選択範囲も広く、

今後大きく普及することが予想される。 

このような点を含めて、EDIはネットワーク分野で新しい局面

を迎えようとしているのは間違いない。 
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企 業 間 EDI・ 社 内 フ ァ イ ル 転 送 の ネ ッ ト ワ ー ク 統 合 が 必 須  

プラネットの「次期ネットワーク構想」においては、OBN準拠

の EINSのもと、H手順、拡張 Z手順、FTPも利用可能となること

が表明されている。特に、物流 EDIでは、企業間と社内サーバ間

の情報のやりとりが縦横無尽に行われるようになる。たとえば、

受発注・事前出荷通知などは企業間を飛ぶが、それら情報の社内

サーバ（経理サーバ、物流サーバ、営業系サーバ）への転送は、

当然ながら社内ファイル転送である。（図 5） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これでわかるように、企業間 EDIと社内ファイル転送のネット

ワークは TCP/IPで統合されることが必須となってきている。も

ちろんその間の集配信・データ管理も統合化する必要がある。 

このように、物流 EDIの実現には、ネットワークの整備も大き

な課題となってきた。そういった点でも、プラネットの「次期ネ

ットワーク構想」は、各企業にとって大いに参考になることだろ

う。 

 

 

激 変 期 を 乗 り 切 る た め に  

今、流通業界は従来の「業種別」取り組みの他に「業態別」と

いう新しい取り組みを迫られている。化粧品日用品業界において

も例外ではなく、その対応において物流 EDIは重要な位置づけを

なしている。 

また、時代は軽・薄・短・小から、軽・薄・短・小・速へとシ

フトした。これからは時間軸との戦いである。これもＥＤＩの必

要性を表す大きな指標ではないか。この劇的な変化の中で企業は

より一層の変革に立ち向かわなければならない。しかし、これは

飛躍のチャンスでもある。本業界を含めた流通業界、物流業界の
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発 注 企 業  受 注 企 業  

銀 行  

契 約 ・ 商 談  

D B  

メイン フ レー ム  メイン フ レー ム  

 

発 注 サ ー バ  
受 注 サ ー バ  

物 流 サ ー バ  物 流 サ ー バ  

経 理 サ ー バ  経 理 サ ー バ  

図 ５ 企 業 間 ＥＤＩと社 内 ファイル転 送 の複 合 ネットワーク  

支 払 D B  
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さらなる発展を祈ってやまない。 

本稿執筆に当たり、プラネット(株)、プラネット物流(株)、流

通システム開発センターのご関係諸氏には、多大なるご協力を賜

った。この場を借りて厚くお礼申し上げたい。 

 

 

 

［注］ 

(*1) プラネット(株) 

TEL 03-5444-0811 

FAX 03-5444-0831 

URL 

 http://www.planet-van.co.jp 

 

(*2) プラネット物流（株） 

TEL 03-3798-1431 

FAX 03-3798-1436 

 

 

［参考資料］ 

◆ビジネス社刊 玉生弘昌著 

「流通ネットワーク 21世紀のミッション」 

◆流通システム開発センター発行 

平成 9年度 流通システム先進事例調査 報告書 

◆運輸政策研究刊 水流正英著 

「物流 EDI -大競争時代を生き残るために-」 

◆古川久夫・宮口庄司 

「ビジネス専用ＩＰネットワーク（ＯＢＮ）の基本概念」 

電気情報通信学会 信学技報 IN98-12(1998-04) 

◆その他、プラネット（株）殿、プラネット物流（株）殿より拝受した資料

をもとに作成 


